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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
行
政
不
服
審
査
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�
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県
政
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報
・
文
書
課
）
　
　
一

企

業

局

〇
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程�

　
　
一

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定�

　
　
一

選
挙
管
理
委
員
会

〇
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支

報
告
書
の
要
旨
の
公
表�

　
　
二

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
の
結
果
の
公
表�

　
　
二

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則�
　
　
六

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
規
程
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
す
る
規
程�

　
　
六

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
す
る
告
示�

　
　
七

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
す
る
訓
令�

　
　
七

規

則

　
行
政
不
服
審
査
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
知
事
　
　
村
　
　
井
　
　
嘉
　
　
浩
　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
十
四
号

　
　
　
行
政
不
服
審
査
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
行
政
不
服
審
査
法
施
行
細
則
（
平
成
二
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
一
条
中
「
平
成
二
十
七
年
総
務
省
令
第
五
号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
総
務
省
令
第
五
号
」
に
改
め
る
。

　
第
三
条
第
一
項
中
「
手
数
料
は｣

を｢

手
数
料
を
納
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は｣

に
、｢

に
宮
城
県
収
入
証
紙
を
貼

付
し
て
納
入
し
な
け
れ
ば
」
を
「
を
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　
た
だ
し
、
知
事
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
様
式
第
三
号
中
「収

入
証
紙

」
を
「納

付
済
証
等
の

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

企

業

局

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
三
号

　
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
佐
　
　
藤
　
　
達
　
　
也
　
　
　

　
　
　
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
と
電
磁
的
記
録
」
を
「
及
び
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
、「
い
う
。）」
を
「
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
電
磁
的
記
録
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
管
理
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
佐
　
　
藤
　
　
達
　
　
也
　
　
　

一�

　
落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量
　
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
支
援
業
務
　
一
式

二�

　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地
　
企
業
局
公
営
事
業
課
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三�

　
落
札
者
を
決
定
し
た
日
　
令
和
七
年
二
月
十
七
日

四�

　
落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地
　
有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人
　
東
京
都
新
宿
区
津
久
戸
町
一
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番
二
号

五
　
落
札
金
額
　
五
千
六
百
八
十
二
万
三
千
七
百
四
十
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
　
条
件
付
一
般
競
争
入
札
（
郵
送
入
札
及
び
総
合
評
価
落
札
方
式
）

七
　
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日
　
令
和
六
年
十
二
月
二
十
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
十
六
号

　
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
六
年
十
月
二
十
七
日
執
行
の

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
か
ら
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長
　
　
櫻
　
　
井
　
　
正
　
　
人
　
　
　

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
１
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
４
項
並
び
に
宮
城
県
監
査
委
員
監
査

基
準
第
２
条
第
１
項
第
１
号
及
び
第
２
号
の
規
定
に
よ
り
令
和
６
年
９
月
か
ら
12月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
等
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
令
和
７
年
２
月
25日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
喜
　
　
藏
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
々
木
　
　
功
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
加
里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
日

監
査
実
施
機
関
�

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
地
方
機
関

　
　
公
文
書
館
�

12月
９
日

　
　
大
河
原
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
大
河
原
地
方
支
局
を
含
む
）�

10月
18日

　
　
仙
台
南
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
仙
台
南
地
方
支
局
を
含
む
）�

12月
12日

　
　
塩
釜
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
塩
釜
地
方
支
局
を
含
む
）�

12月
13日

　
　
東
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
東
部
地
方
支
局
を
含
む
）�

11月
19日

　
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
�

11月
19日

　
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
気
仙
沼
地
方
支
局
を
含
む
）�

11月
15日

〇
復
興
・
危
機
管
理
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
消
防
学
校
�

10月
22日

　
　
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
�

10月
22日

〇
企
画
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
東
京
事
務
所
�

11月
７
日

〇
環
境
生
活
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
�

11月
１
日

〇
保
健
福
祉
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所
�

12月
16日

　
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
�

12月
13日

　
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
�

12月
12日

　
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
�

12月
12日

　
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所
�

10月
24日

　
　
東
部
児
童
相
談
所
�

11月
19日

　
　
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
（
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）�

11月
６
日

　
　
さ
わ
ら
び
学
園
�

12月
３
日

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
�

10月
29日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
�

11月
20日

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
�

11月
14日

　
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
�

12月
12日

　
　
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
�

11月
18日
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計
量
検
定
所
�

10月
31日

　
　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校
�

９
月
20日

　
　
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
�

10月
24日

〇
農
政
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
農
業
大
学
校
�

12月
６
日

　
　
農
業
・
園
芸
総
合
研
究
所
�

10月
29日

　
　
古
川
農
業
試
験
場
�

９
月
20日

　
　
病
害
虫
防
除
所
�

10月
30日

　
　
畜
産
試
験
場
�

９
月
19日

〇
水
産
林
政
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
�

11月
22日

　
　
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
�

11月
12日

〇
土
木
部
�

　
地
方
機
関
�

　
　
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
�

11月
20日

　
　
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
�

11月
14日

　
　
気
仙
沼
土
木
事
務
所
�

12月
12日

　
　
大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
�

12月
24日

〇
教
育
庁
�

　
地
方
機
関
�

　
　
仙
台
教
育
事
務
所
�

12月
６
日

　
　
東
部
教
育
事
務
所
�

11月
12日

　
　
図
書
館
�

12月
３
日

　
　
松
島
自
然
の
家
�

11月
26日

　
　
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
�

９
月
12日

　
　
東
北
歴
史
博
物
館
�

９
月
12日

　
　
角
田
高
等
学
校
�

９
月
25日

　
　
築
館
高
等
学
校
�

９
月
５
日

　
　
仙
台
二
華
高
等
学
校
�

11月
７
日

　
　
南
三
陸
高
等
学
校
�

９
月
13日

　
　
柴
田
高
等
学
校
�

９
月
25日

　
　
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
�

12月
13日

　
　
大
河
原
産
業
高
等
学
校
�

11月
28日

　
　
加
美
農
業
高
等
学
校
�

11月
12日

　
　
本
吉
響
高
等
学
校
�

９
月
17日

　
　
古
川
工
業
高
等
学
校
�

10月
31日

　
　
石
巻
商
業
高
等
学
校
�

11月
19日

　
　
船
岡
支
援
学
校
�

９
月
11日

　
　
山
元
支
援
学
校
�

10月
30日

　
　
角
田
支
援
学
校
�

10月
30日

　
　
気
仙
沼
支
援
学
校
�

10月
25日

　
　
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
�

９
月
11日

　
　
仙
台
二
華
中
学
校
�

11月
７
日

〇
警
察
本
部

　
地
方
機
関

　
　
仙
台
南
警
察
署
�

11月
７
日

　
　
塩
釜
警
察
署
�

11月
６
日

　
　
佐
沼
警
察
署
�

９
月
５
日

　
　
登
米
警
察
署
�

12月
２
日

　
　
河
北
警
察
署
�

11月
19日

　
　
南
三
陸
警
察
署
�

12月
23日

　
　
古
川
警
察
署
�

10月
31日

　
　
若
柳
警
察
署
�

12月
２
日

　
　
鳴
子
警
察
署
�

９
月
19日

　
　
大
河
原
警
察
署
�

11月
27日

２
　
監
査
結
果

　
�　
令
和
５
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
県
の
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び

第
15項
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
合
規
性
、
正
確
性
の
ほ
か
、
経
済
性
、
効
率
性
及

び
有
効
性
に
意
を
用
い
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
�　
そ
の
結
果
、
業
務
の
執
行
状
況
や
帳
票
等
を
確
認
し
た
範
囲
に
お
い
て
は
、
一
部
で
不
適
切
な
事
務
処
理
が
見
ら
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れ
た
も
の
の
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
�　
な
お
、
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に
注
意

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
城
県
警
察
本
部
の
監
査
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
⑴
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
も

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
101,373,100円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
202,116,494円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
303,489,594円

　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 63,163,655円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
212,428,511円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
275,592,166円

　
⑵
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
�　
不
動
産
取
得
税
に
お
い
て
、
課
税
漏
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
図
り
、
再
発
防
止
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
不
動
産
取
得
税
の
未
処
理
案
件
に
つ
い
て
、
誤
っ
て
処
理
済
案
件
に
含
め
た
こ
と
に
よ
り
、
課
税
処
理
等
を

し
な
い
ま
ま
、
課
税
で
き
る
期
間
を
経
過
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
346,300円

　
⑶
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
も

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
141,528,751円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
188,915,583円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
330,444,334円

　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 96,633,507円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
206,906,519円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
303,540,026円

　
⑷
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
�　
不
動
産
取
得
税
に
お
い
て
、
課
税
漏
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
図
り
、
再
発
防
止
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
書
類
の
提
出
待
ち
に
よ
り
保
留
と
し
て
い
た
未
処
理
案
件
に
つ
い
て
、
適
切
な
進
行
管
理
が
さ
れ
ず
、
課
税

処
理
を
し
な
い
ま
ま
、
課
税
で
き
る
期
間
を
経
過
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
３
件

　
　
　
　
・
金
額
　
4,632,500円

　
⑸
　
塩
釜
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
も

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 93,432,070円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
171,772,462円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
265,204,532円

　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 90,252,228円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
160,470,591円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
250,722,819円

　
⑹
　
東
部
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
も

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 89,841,063円
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過
年
度
分
　
131,251,057円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
221,092,120円

　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 78,594,798円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
135,328,174円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
213,922,972円

　
⑺
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
も

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 48,064,569円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 58,085,216円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
106,149,785円

　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 33,347,623円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 58,597,098円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
 91,944,721円

　
⑻
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
�　
県
税
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
も

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
、
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 24,580,763円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 77,825,868円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
102,406,631円

　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 25,660,338円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
 82,057,160円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
107,717,498円

　
⑼
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
�　
需
用
費
に
お
い
て
、
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
図
り
、
再
発
防
止
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
残
留
農
薬
内
部
精
度
管
理
試
料
に
係
る
代
金
に
つ
い
て
、
政
府
契
約
の
支
払
遅
延
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
24年
法
律
第
256号

）
に
規
定
す
る
支
払
時
期
を
越
え
て
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
6,600円

　
⑽
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
�　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら

れ
た
の
で
、
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 9,481,620円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
63,512,466円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
72,994,086円

　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
14,242,866円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
58,296,951円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
72,539,817円

　
⑾
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
�　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
に
お
い
て
、
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
収
入
未
済
が
認
め
ら

れ
た
の
で
、
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
・
令
和
５
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
10,335,690円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
76,062,679円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
86,398,369円

　
　
　
　
・
令
和
４
年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
 7,513,650円
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公
安
委
員
会

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
73,976,139円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
81,489,789円

　
⑿
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
�　
事
務
事
業
の
執
行
管
理
に
お
い
て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に

事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
鳥
獣
捕
獲
許
可
証
の
べ
46人
分
を
、
決
裁
を
経
ず
に
知
事
印
を
押
印
の
上
交
付
し
た
も
の
。

　
　
　
�　
ま
た
、
未
決
裁
許
可
に
係
る
捕
獲
許
可
申
請
書
、
許
可
期
間
終
了
に
よ
り
返
納
の
あ
っ
た
未
決
裁
許
可
証
及

び
捕
獲
報
告
書
に
つ
い
て
、
無
断
で
破
棄
し
た
も
の
。

　
⒀
　
古
川
農
業
試
験
場

　
　
�　
需
用
費
に
お
い
て
、
二
重
払
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
図
り
、
再
発
防
止
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
農
業
機
械
の
修
理
費
に
つ
い
て
、
支
払
完
了
後
に
誤
っ
て
当
該
事
業
の
発
注
伝
票
を
再
度
施
行
し
、
提
出
さ

れ
た
請
求
書
に
基
づ
き
支
払
を
行
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
79,860円

　
⒁
　
北
部
土
木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
�　
河
川
の
占
用
許
可
及
び
占
用
料
に
お
い
て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備

を
図
り
、
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
令
和
５
年
４
月
10日
ま
で
に
調
定
す
べ
き
も
の
を
、
令
和
５
年
12月
18日
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
2,550円

　
⒂
　
東
北
歴
史
博
物
館

　
　
�　
需
用
費
に
お
い
て
、
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
内
部
統
制
の
体
制
整
備
を
図
り
、
再
発
防
止
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
�　
東
北
歴
史
博
物
館
浮
島
収
蔵
庫
に
係
る
令
和
５
年
８
月
分
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
県
費
に

よ
る
支
出
処
理
を
怠
り
、
自
費
で
支
出
処
理
を
行
っ
た
不
適
切
な
会
計
事
務
処
理
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
金
額
　
6,248円

　
⒃
　
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校

　
　
�　
私
費
会
計
に
お
い
て
、
著
し
く
適
正
さ
を
欠
き
速
や
か
に
改
善
を
要
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
今
後
再

発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
用
指
導
書
代
に
つ
い
て
、
県
費
で
支
払
う
べ
き
と
こ
ろ
団
体
費
で
支
払
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
396,000円

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　
令
和
７
年
２
月
25日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤
　
勘
三
郎
　
　

　
　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則
（
平
成
16年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
前

改
正
後

　
（
聴
聞
の
審
理
の
公
開
）

第
12条
　
（
略
）

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
聴
聞
を
行
う
行

政
庁
の
事
務
所
の
掲
示
板
に
掲
示
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。

　
（
聴
聞
の
審
理
の
公
開
）

第
12条
　
（
略
）

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
　
　
行
う
も
の

と
す
る
。

　
備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
規
程
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
す
る
規
程
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（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
程
は
、こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
公
表
さ
れ
て
い
る
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
規
程（
以
下「
既

存
規
程
」
と
い
う
。）
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
用
字
及
び
用
語
の
整
理
）

第
２
条
　
既
存
規
程
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
改
め
る
。

⑴
　
条
及
び
表
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

ア
ラ
ビ
ア
数
字

⑵
　
号
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

左
右
を
丸
括
弧
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア
数
字

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
会
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
委
任
）

第
３
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
程
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
す
る
告
示

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
告
示
は
、こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
公
表
さ
れ
て
い
る
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示（
以
下「
既

存
告
示
」
と
い
う
。）
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
用
字
及
び
用
語
の
整
理
）

第
２
条
　
既
存
告
示
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
改
め
る
。

⑴
　
条
及
び
表
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

ア
ラ
ビ
ア
数
字

⑵
　
号
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

左
右
を
丸
括
弧
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア
数
字

２
�　
前
項
の
告
示
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
会
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
委
任
）

第
３
条
　
こ
の
告
示
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
告
示
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
告
示
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
す
る
訓
令

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
訓
令
は
、こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
公
表
さ
れ
て
い
る
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
訓
令（
以
下「
既

存
訓
令
」
と
い
う
。）
の
用
字
及
び
用
語
の
整
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
用
字
及
び
用
語
の
整
理
）

第
２
条
　
既
存
訓
令
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
改
め
る
。

⑴
　
条
及
び
表
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

ア
ラ
ビ
ア
数
字

⑵
　
号
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

左
右
を
丸
括
弧
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア
数
字

２
　
前
項
の
訓
令
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
会
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
委
任
）

第
３
条
　
こ
の
訓
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
訓
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
訓
令
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。


